



A Study on Double-Loop and Information Sharing 
in Japanese Organizations: 




















有の重要性に対する認識は， BPR (Business Process Reengineering ;リエンジニアリング[IJ)




2 『明大商学論叢」第97巻第4号 (554 ) 
























者ら[8Jは，上記のような， (l)PDSサイクルに対する PDCAサイクルの劣位性[3Jと， (2)日本企
業におけるセンター・コントロールの拘束力の弱い組織特性[7]の両面をふまえながら， 日本の









































X 2, … • xm}を収集するのであるが，情報は前述のように断片的であるため，一般に，
4 !Jil月大尚子r:論叢』第97巻第4号 ( 556 ) 
汚れD





T牟 ={t，・t2・….tm} X = {X，. X2.…. Xm} 
知識f
(大局的情報)






となる。また m個の情報の発生源となる 「状態の部分集合」を T*= {tいら ・ー .tm}とすれ
ば，情報 X，は一般に汚れている 日OJため， 誤差や雑音等といった汚れ di(diεD)を含んだも
のとなる。
x， = ti+d， ( 2 ) 
そこで， (2)式の汚れdiを落としながら，なるべく多くの情報X，を簡潔に，そして滑らかに
関係づけることにより，状態 Tに関する知識fを生み出すことになる。その際に，次節iで述べ
る 「広範さ」と 「簡潔さ」をなるべく大きくするような知識 (大局的情報)が 「良い知識」とな
る。さらに， こうして生成された知識fを用いて，全体像をつかむことにより状態 Tを推測す
ることになる。これにより推測した状態を T'とすれば，





































本研究の 6節では，こうした考え方に基づき， PDSサイクルと PDCAサイクルの①広範さ
(説明可能性)と②簡潔さ(滑らかさ)を比較し，筆者[3Jらによる rPDSサイクルに対する






































立て，それを確実に実行 (Do).し，その結果を評価・反省 (See)あるいは点検 (Check) した












































ここで， PDCAサイクルと PDSサイクルの構成要素について比較すると，両者の追いが CA
とSの違いにあるこどは明らかである。 PDSサイクルの場合， Do (実行)の結果を See(評価)
して，それを次の Plan(計画〕に活かそうとするのであるが， PDCAサイクルの場合は Doを
Checkしたならば，その結果をすぐに Actionに結びつけようとするのである。それは，前述の
ように， PDCAサイクルがCheckの結果に対する迅速な Actionを重視しているからある。
しかしながら， PDCAサイクルにおいて Actionの次がPlanであることは， Actionの結果が
Checkされないことを意味する。現実には， Actionの結果を Checkしているはずであるが，
もし Checkするとすれば !PDCACJとなってしまう。さらに， PDCAサイクルの薫視する
ICheckの結果に対する迅速な ActionJの考え方に従えは， IPDCACAJとなり，最ー後の Ac-




また， PDCAサイクルにおいて Checkの結果を Planにフィード、パックしないうちに，問題
に直面した部門が局所的に Actionをとってしまうと， PlanとActionが不整合の状態になって
しまう。やはり， Checkの結果をまず Planに反映させてから行動 (Do)することが必要なの
である。これに対して， PDSサイクルの場合は， Seeの結果が直接Planにフィードパックされ
























































































































































































共有のみならず， (:3)PDCAサイクルと PDSサイクルとの聞の情報共有という， :1栂類の情報共
有が必要であるとする新たな研究視座を提示した。
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